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Ⅰ 平成２１年度１２月補正予算について 
 

１ 水道事業【議案第２４号関係】 
(単位：千円)

既決予算 １２月補正 計

その他営業収益 41

他会計補助金 △ 93,711

受託工事収益 4,364

補助金 189

原水及び浄水費 △ 235,024

配水費 △ 12,783

業務費 20,728

総係費 22,130

資産減耗費 △ 4,501

支払利息及び企業債取
扱諸費

△ 91,348

消費税及び地方消費税 35,684

受託工事費 4,364

収益的収支差 1,597,957 171,633 1,769,590

純利益 1,397,590 202,845 1,600,435

企業債 △ 195,000

国庫補助金 △ 258,133

他会計出資金 △ 246,012

業務設備及び改良費 △ 415,611

北勢水道改良費 △ 9,790

北勢広域水道拡張費 △ 659,000

長良川河口堰水源費 4,732

企業債償還金 390,718

水資源機構立替金返還金 △ 29,815

資本的収支差 △ 5,496,932 19,621 △ 5,477,311

12,717,929

収益的収支差は税込み

資本的収支差は税込み

純利益は税抜き

△ 699,145

△ 718,766

収
益
的
収
支

収 入

補 正 項 目

支 出 11,119,972 △ 260,750 10,859,222

△ 89,117 12,628,812

収 入

資
本
的
収
支

支 出 11,725,311

6,228,379 5,529,234

11,006,545

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○債務負担行為の補正 

 変更 単位：千円

期 間 限 度 額 期 間 限 度 額
施設設備保全業務委託等に係る契約 H21～H24 14,657 H21～H24 25,262
浄水施設等維持管理業務委託に係る契約 H21～H24 14,513 H21～H24 48,859
多気浄水場薬品注入設備（PAC・苛性）機器取替工事に係る契約 H22 362,250 H22 430,500
播磨浄水場小水力発電設備設置工事に係る契約 H22 95,000 H22 115,290
行政事務用機器賃借に係る契約 H22～H24 502 H21～H26 2,947

事 項
変更前 変更後

 

 

 

 

 

 追加（新規） 単位：千円
事 項 期 間 限 度 額

財務会計システムに係る契約 H21～H22 1,594
一般健康診断等委託に係る契約 H21～H22 2,146
播磨浄水場原水流入流量調整弁取替工事に係る契約 H21～H22 39,900

 

 

 

○継続費の変更 

 北勢広域水道拡張事業 単位：千円

H10～H20 H21 H22 計
変更前16,081,710 1,181,221 18,473,071 35,736,002
変更後16,081,710 522,221 19,132,071 35,736,002
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【収益的収支】 

（収 入） 

収入についての補正は、８９，１１７千円の減額となり、その主な内容は以下のとお

りです。 

  ○他会計補助金              △９３，７１１千円 

 平成２０年度に実施した公的資金補償金免除繰上償還に係る支払利息の減少

による費用の減に伴う一般会計からの補助金の減 

  ○受託工事収益                ４，３６４千円 

志摩市等からの受託工事の増 

（支 出） 

支出についての補正は、２６０，７５０千円の減額となり、その主な内容は以下のと

おりです。 

  ○原水及び浄水費            △２３５，０２４千円 

 伊賀水道用水供給事業にかかる伊賀市への委託に伴う人件費の減及び入札差

金等による委託料の減 

○支払利息及び企業債取扱諸費  △９１，３４８千円 

 平成２０年度借入企業債の利息確定等による減 

（純利益） 

収益的収入及び支出の補正により、純利益については、２０２，８４５千円の増とな

り、１，６００，４３５千円となる見込みであります。 

 

【資本的収支】     

（収 入） 

収入についての補正は、６９９，１４５千円の減額となり、その主な内容は、以下の

とおりです。 

○企業債                 △１９５，０００千円 

北勢広域水道拡張費等の減少に伴い、その財源としての減 

  ○国庫補助金               △２５８，１３３千円 

   北勢広域水道拡張費等補助対象事業の減少に伴い、その財源としての減 

   ○他会計出資金              △２４６，０１２千円           

平成２０年度に実施した補償金免除繰上償還等による支払利息の減少及び北勢

広域水道拡張費の減少に伴い、その財源としての減 

（支 出） 

支出についての補正は、７１８，７６６千円の減額となり、その主な内容は以下のと

おりです。 

○業務設備及び改良費           △４１５，６１１千円 

施工年度の変更等による減 

  ○北勢広域水道拡張費           △６５９，０００千円 

   工法及び施工年度の変更による減 
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２ 工業用水道事業【議案第２５号関係】 
(単位：千円)

既決予算 １２月補正 計

給水収益 △ 100,295

その他営業収益 △ 60,113

受託工事収益 5,300

原水及び浄水費 △ 95,064

配水費 △ 3,504

業務費 15,411

総係費 △ 8,744

資産減耗費 △ 4,719

支払利息及び企業債取
扱諸費

△ 16,313

消費税及び地方消費税 10,500

受託工事費 5,300

収益的収支差 442,782 △ 57,975 384,807

純利益 303,482 △ 44,271 259,211

他会計出資金 △ 18,016

雑収入 △ 101,303

業務設備及び改良費 △ 40,000

北伊勢工業用水道改良
費

△ 369,746

北伊勢工業用水道第二
次改良費

12,779

多度工業用水道改良費 △ 44,188

長良川河口堰水源費 △ 18,016

水資源機構立替金返還金 △ 29,815

国庫補助金返還金 △ 95,830

資本的収支差 △ 2,779,182 465,497 △ 2,313,685

純利益は税抜き

資本的収支差は税込み

3,123,854

資
本
的
収
支

収益的収支差は税込み

補 正 項 目

△ 155,108 6,614,791

収
益
的
収
支

収 入

支 出 6,327,117

6,769,899

支 出 5,903,036 △ 584,816

収 入

5,318,220

△ 119,319 3,004,535

△ 97,133 6,229,984

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○債務負担行為の補正 
変更 単位：千円

期 間 限 度 額 期 間 限 度 額
行政事務用機器賃借に係る契約 H22～H24 1,109 H21～H26 2,263
施設設備保全業務委託等に係る契約 H21～H24 12,624 H21～H24 14,073

事 項
変更前 変更後

 

 

 

 

 

 追加（新規） 単位：千円
事 項 期 間 限 度 額

千本松原取水所耐震補強工事に係る契約 H22～H23 241,500
千本松原取水所電気設備移設工事に係る契約 H22 156,328
量水装置設置工事に係る契約 H22 8,400
一般健康診断等委託に係る契約 H21～H22 935
財務会計システムに係る契約 H21～H22 752
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【収益的収支】 

（収 入） 

収入についての補正は、１５５，１０８千円の減額となり、その主な内容は以下のと

おりです。 

○給水収益               △１００，２９５千円 

北伊勢工業用水道の料金改定等に伴う減 

 ○その他営業収益            △ ６０，１１３千円 

   水道事業会計が負担する工業用水道施設の使用実績の減少に伴う減 

（支 出） 

支出についての補正は、９７，１３３千円の減額となり、その主な内容は以下のとお

りです。 

○原水及び浄水費             △９５，０６４千円 

 水資源機構所管のダム等の水源施設にかかる管理費負担金の減少に伴う減 

○総係費                   △8，744 千円 

 人件費の減少に伴う減 

○支払利息及び企業債取扱諸費  △１６，３１３千円 

 平成２０年度借入企業債の利息確定に伴う減 

（純利益） 

収益的収入及び支出の補正により、純利益については、４４，２７１千円の減となり、

２５９，２１１千円となる見込みであります。 

 

【資本的収支】 

（収 入） 

収入についての補正は、１１９，３１９千円の減額となり、その主な内容は以下のと

おりです。 

○雑収入               △１０１，３０３千円 

水道事業会計が負担する工業用水道施設の利用にかかる国庫補助金返還金が

不要となったことによる減 

（支 出） 

支出についての補正は、５８４，８１６千円の減額となり、その主な内容は以下のと

おりです。 

○業務設備及び改良費            △４０，０００千円 

 ユーザーの撤退により平成２１年度中の工事実施を見送ったことによる減 

○北伊勢工業用水道改良費        △３６９，７４６千円 

工期延長に伴い施工年度を変更したことによる減 

○多度工業用水道改良費          △４４，１８８千円 

工法変更等による減 

○国庫補助金返還金           △９５，８３０千円 

水道事業会計が負担する工業用水道施設の利用にかかる国庫補助金返還金が

不要となったことによる減 
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３ 電気事業【議案第２６号関係】 
(単位：千円)

既決予算 １２月補正 計

収 入 3,304,682 △ 171,287 3,133,395 電力料 △ 171,287

宮川第一水力発電費 △ 639

宮川第二水力発電費 △ 33,152

宮川第三水力発電費 △ 46,726

長水力発電費 3,558

三瀬谷水力発電費 18,040

大杉貯水池費 4

青蓮寺水力発電費 △ 890

大和谷水力発電費 △ 2,286

蓮水力発電費 △ 1,160

青田水力発電費 △ 877

比奈知水力発電費 △ 70

一般管理費 △ 25,737

RDF発電費 △ 21,872

消費税及び地方消費税 △ 11,260

収益的収支差 △ 442,914 △ 48,220 △ 491,134

純利益 △ 447,827 △ 48,306 △ 496,133

うち水力 20,275 うち水力 △69,667 うち水力 △49,392

うちRDF△468,102 うちRDF   21,361 うちRDF△446,741

収 入 56,647 -           56,647

支  出 663,726 1,817 665,543 長発電所改良費 1,817

資本的収支差 △ 607,079 △ 1,817 △ 608,896 資本的収支差は税込み

資
本
的
収
支

純利益は税抜き

収
益
的
収
支

収益的収支差は税込み

補 正 項 目

△ 123,067 3,624,529支  出 3,747,596

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○債務負担行為の補正 

 追加（新規） 単位：千円
事 項 期 間 限 度 額

三瀬谷発電所水車発電機内部点検手入等工事に係る契約 H21～H22 222,743
蓮発電所調速機制御装置電源修理工事に係る契約 H21～H22 5,915
一般健康診断等委託に係る契約 H21～H22 1,088
行政事務用機器賃借に係る契約 H21～H26 1,015
財務会計システムに係る契約 H21～H22 662
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【収益的収支】 

（収 入） 

収入についての補正は、水力発電事業で料金改定や供給電力量の減少に伴い、   

１７１，２８７千円の減額となりますが、ＲＤＦ焼却・発電事業の附帯事業収益の補正は

ありません。 

（支 出） 

支出についての補正は、１２３，０６７千円の減額となり、その主な内容は以下のと

おりです。 

○宮川第二水力発電費            △３３，１５２千円 

用地立会にかかる報償費及び旅費実績の減少に伴う減 

○宮川第三水力発電費            △４６，７２６千円 

修繕費の減少に伴う減 

○一般管理費                △２５，７３７千円 

人件費等の減少に伴う減 

○ＲＤＦ発電費                 △２１，８７２千円 

人件費及び委託料等の減少に伴う減 

（純損失） 

純損失については、収益的収入及び支出の補正により、当初の４４７，８２７千円か 

ら４８，３０６千円の増となり、４９６，１３３千円となる見込みであります。 

なお、内訳は、水力発電事業で４９，３９２千円の赤字、ＲＤＦ焼却・発電事業で    

４４６，７４１千円の赤字となる見込であります。 

 

【資本的収支】 

（収 入） 

収入については、補正はありません。 

（支 出） 

支出についての補正は、長発電所改良費において１，８１７千円の増額となります。 
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Ⅱ 千本松原取水所耐震補強工事に係る債務負担行為 

    の補正について 
 

【議案第２５号関係】 

 今議会において、平成２１年度工業用水道事業会計補正予算（第２号）として、次の

とおり千本松原取水所の耐震補強工事に係る債務負担行為の補正を行っております。 

                               単位：千円 

当該年度以降の 
債務負担額 

 

契約名 
全体 

事業費 
期間

当年度 
支出額 

Ｈ２２ Ｈ２３ 

追 
加 

千本松原取水所耐
震補強工事に係る
契約 

１，０５５，８００

２２ 

～ 

２３ 

２４，９５２ － ２４１，５００

 

１ 経緯 

千本松原取水所は、平成１８年から耐震補強に着手しており、平成２０年１１月頃か

ら杭の補強工事を行うため土留工を行うなどの仮設工事を進めてきました。 

この仮設工事において土留箇所からの湧水を防ぐため、その周辺地盤に一旦薬液

注入を行い、杭の補強工事等の完了後に薬液注入部分を撤去する作業を実施したと

ころ、現場に隣接する堤防道路の路面にクラックが発生しました。 

そのため、工事を一時中止し、堤防の復旧及び工事の再開に向けて河川管理者と

協議を行ってきました。 

 【参 考】 

  平成 20 年度 

    ・11 月 7 日  湧水を止水するため、薬液注入を行う（河川管理者の指示に 

      ～11 月 26 日 による） 

  平成 21 年度 

    ・5 月 30 日  薬液の撤去開始（砂置換） 

    ・6 月  4 日  請負者より県道クラック発生（堤防の緩み）の報告 

・6月 10 日   県道クラック部分の沈下量が 16mm になったため、県道交通規

制開始（交通整理員配置のうえ昼夜片側交互通行） 

         薬液の撤去作業中止 

    ・7 月 21 日  堤防緩み調査のためボーリング調査 

      ～7 月 25 日  

    ・8 月 3 日    県道交通規制復旧 

    ・8 月 4 日    工事一時中止 

 

２ クラック発生の原因及び復旧について 

クラックは、その発生箇所や発生時期から、薬液注入による地盤改良部分の撤去

及び砂に置き換える作業を行ったことにより発生したものと推定されます。 

復旧については、河川管理者との協議により、クラック等堤防に影響を与えた部

分の補修が必要となったことから、具体的な工法や経費負担について関係部からの

助言等を頂きながら慎重に検討を行いました。 
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この結果、応急対応に要した費用等も含め工事費を増額するとともに、工期を１

年間延長することとし、今年度１２月補正において債務負担行為の補正を行い、変更

契約を締結した上で復旧等を進めてまいります。 

 

３ 変更契約の内容等について 

（１）工事変更内容 

  工    種 金   額 備  考 

① 
クラック発生に伴う応急
対応 

８，９００千円

・ボーリング調査 
・交通整理員の増員 
・舗装復旧工の増工 

② 堤防補修工 ２１，０００千円 ・掘削箇所の再築堤 

③ 二重締切工 １０，０００千円 ・工期延長に伴う仮設材賃料増 

④ 単品スライド条項適用 １０，０００千円 ・鋼材価格高騰による増額 

 合   計 ４９，９００千円  

 

（２）工期の延長（１２箇月間） 

   工事の一時中止（８月４日～）に伴い、現工期での完成が困難となり、１年間延

長する必要が生じています。 

   【変更前】 平成１８年９月１９日～平成２３年３月２５日 

   【変更後】 平成１８年９月１９日～平成２４年３月２５日（１年間延長） 

 

（３）契約額と年度別執行予定額 

   これらの変更の結果、契約額と年度別の執行額は次のとおりとなります。 

                               単位：千円 

 契約額 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

変更前 １，００５，９００ ０ ２７５，２１８ ２３３，２７３ ２４，９５２ ４７２，４５７ － 

変更後 １，０５５，８００ ０ ２７５，２１８ ２３３，２７３ ２４，９５２ ２８０，８５７  ２４１,５００

 

 
   現契約分計４９７，４０９ 

   増加分計  ４９，９００ 

１６，０５２

８，９００

２５９，８５７ 

２１，０００ 

２２１，５００

２０，０００

                                ※ 債務負担行為の補正に係る分 

 

４ 今後のスケジュール 

 議会の議決後、速やかに契約を変更し、工 

事を再開するとともに、引き続き耐震補強の 

早期完成に向けて関係機関とも十分に連携し、 

適切に工事を実施してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

１２月会議  新規債務負担行為の設定

H22.1 変更契約・工事再開 

２月会議  変更契約に伴う議会報告 

議決 

変更後のＨ２１～Ｈ２３の内訳 
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写真① 千本松原取水所全景（平成２０年６月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真② クラック発生の現場 

 





Ⅲ 「三重県工業用水道条例の一部を改正する条例案」 

   について 
 

【議案第３４号関係】 

１ 改正理由 

 工業用水道事業の円滑な維持運営を図るため、工業用水の料金を改定する必要が

あることから、三重県工業用水道条例の一部を改正し、下記のとおり北伊勢工業用

水道の料金を改定します。 

 

  料金改定案                    （単位：円/㎥） 

 現 行 改定額 差 額 

基本料金 １７．０ １５．５ △１．５ 

使用料金  ３．０  ３．５   ０．５ 

北伊勢 

工業用 

水 道 
超過料金 ４０．０ ３８．０ △２．０ 

 

 

２ 改定時期 

  平成２２年１月１日から施行する。 

 

 

 

 

【参考】 

１ 改正による負担軽減額 

今回の料金改定により、北伊勢工業用水道の受水企業全体（平成２２年１月時点の

見込み、７１社８０工場）で年間約２億９千万円の負担軽減になると見込んでいます。 

 

２ 他の工業用水道の料金 

営業中の他の工業用水道につきましては、現行料金で収支がほぼ均衡することか

ら、料金は据え置きとします。 

 

  中伊勢、松阪、多度工業用水道の現行料金  （単位：円/㎥） 

 中伊勢 松阪 多度 

基本料金 ２１．３ １４．９ 

使用料金  １．９  １．１ 
４５．０ 

超過料金 ４６．４ ３２．０ ９０．０ 
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前 年 同 期
(20年4月1日～

9月30日)
当 期

前年
同期比

前 年 同 期
(20年4月1日～

9月30日)
当 期

前年
同期比

3,977,026 4,265,343 107.2 5,382,072 5,850,588 108.7

原水及び浄水費 1,193,578 1,334,479 111.8 給 水 収 益 5,380,432 5,848,897 108.7

配 水 費 332,219 303,497 91.4 その他営業収益 1,640 1,691 103.1

業 務 費 212,436 242,409 114.1

総 係 費 316,861 320,513 101.2

減 価 償 却 費 1,807,809 1,984,007 109.7

資 産 減 耗 費 114,122 80,440 70.5

1,004,945 820,026 81.6 303,289 183,943 60.6

支 払 利 息 952,461 818,971 86.0 受 取 利 息 51,591 33,013 64.0

受 託 工 事 費 52,484 997 1.9 他 会 計 補 助 金 197,787 146,910 74.3

雑 支 出 -         59 皆増 受 託 工 事 収 益 52,484 997 1.9

-         26,140 皆増 雑 収 益 1,427 3,024 211.9

その他特別損失 -         26,140 皆増

4,981,972 5,111,510 102.6

703,389 923,022 131.2

5,685,361 6,034,531 106.1 5,685,361 6,034,531 106.1

（四捨五入のため、合計が合わない場合があります。）

（単位：千円）

 営 業 外 費 用

 営  業  費  用  営  業  収  益

 営 業 外 収 益

科     目 科     目

費             用 収             益

水道事業会計

平成２１年４月  １日から
平成２１年９月３０日まで

比較損益計算書

 特 別 損 失

合          計合          計

 当 期 費 用 合 計

 当 期 純 利 益 
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工業用水道事業会計
                           

前 年 同 期
(20年4月1日～

9月30日)
当 期

前年
同期比

前 年 同 期
(20年4月1日～

9月30日)
当 期

前年
同期比

2,467,050 2,460,815 99.7 3,133,504 3,096,058 98.8 営  業  費  用  営  業  収  益

科     目

平成２１年４月  １日から
平成２１年９月３０日まで

費             用 収             益

比較損益計算書

原水及び浄水費 764,720 860,470 112.5 給 水 収 益 2,827,228 2,815,640 99.6

水 費 166,366 140,388 84.4 その他営業収益 306,276 280,418 91.6

業 務 費 142,833 151,777 106.3

係 費 193,875 182,764 94.3

価 償 却 費 1,152,499 1,110,042 96.3

資 産 減 耗 費 46,758 15,375 32.9

355,426 338,877 95.3 58,526 44,767 76.5

払 利 息 354,441 338,108 95.4 受 取 利 息 53,001 40,467 76.4

受 託 工 事 費 985 640 64.9 受 託 工 事 収 益 985 640 64.9

出 － 129 皆増 雑 収 益 4,539 3,660 80.6

9,189 204,811 2,228.9

の他特別損失 9,189 204,811 2,228.9

2,831,666 3,004,503 106.1

360,364 136,322 37.8

3,192,029 3,140,825 98.4 3,192,029 3,140,825 98.4

配

総

減

支

雑 支

そ

合          計合          計

 当 期 費 用 合 計

 当 期 純 利 益 

特 別 損 失

（単位：千円）

 営 業 外 費 用  営 業 外 収 益

科     目

（四捨五入のため、合計が合わない場合があります。）
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                            （単位：千円）

前 年 同 期
(20年4月１日
～9月30日)

当 期
前年
同期比

前 年 同 期
(20年4月１日
～9月30日)

当 期
前年
同期比

 営  業  費  用 991,829 978,819 98.7  営  業  収  益 1,221,287 1,111,238 91.0

宮 川 第 一 水 力
発 電 費

53,028 56,353 106.3 電 力 料 1,220,284 1,110,446 91.0

宮 川 第 二 水 力
発 電 費

87,373 93,486 107.0 そ の 他 営 業 収 益 1,003 792 79.0

宮 川 第 三 水 力
発 電 費

72,652 68,069 93.7

長 水 力 発 電 費 32,477 40,241 123.9

三 瀬 谷 水 力
発 電 費

276,365 269,353 97.5

大 杉 貯 水 池 費 64,411 58,633 91.0

青 蓮 寺 水 力
発 電 費

9,363 13,410 143.2

大 和 谷 水 力
発 電 費

66,706 81,474 122.1

蓮 水 力 発 電 費 56,675 68,232 120.4

青 田 水 力 発 電 費 57,922 64,657 111.6

比 奈 知 水 力
発 電 費

27,920 28,827 103.3

一 般 管 理 費 186,937 136,083 72.8

 附 帯 事 業 費 用 528,300 626,891 118.7  附 帯 事 業 収 益 352,262 344,579 97.8

Ｒ Ｄ Ｆ 発 電 費 528,300 626,891 118.7 電     力    料 228,517 217,937 95.4

その他附帯事業収益 123,745 126,642 102.3

126,060 110,077 87.3  営  業  外  収  益 11,790 9,333 79.2

支 払 利 息 126,060 110,076 87.3 受 取 利 息 11,429 9,243 80.9

雑 支 出 － 1 皆増 雑 収 益 361 90 25.0

 当 期 費 用 合 計 1,646,189 1,715,786 104.2  当 期 収 益 合 計 1,585,339 1,465,150 92.4

60,849 250,637 411.9

1,646,189 1,715,786 104.2 1,646,189 1,715,786 104.2

 （四捨五入のため、合計が合わない場合があります。）

 営  業  外  費  用

合          計 合          計

 当 期 純 損 失 

比較損益計算書

科          目 科          目

費               用 収               益

電気事業会計

平成２１年４月  １日から
平成２１年９月３０日まで

   - 17 -







Ⅱ 水道料金の見直しについて 
 

１ 現行の水道料金 

  企業庁が経営する水道用水供給事業の料金については、下表のとおり、「三重県

水道供給条例」において定めております。 

  現行料金の算定期間は、北中勢水道（北勢系・長良川水系）及び伊賀水道を除い

て平成１７年度から２１年度までとしており、下表の太字の水系が今回改定対象です。 

 

【現行料金】   

         料金種別等 

事  業 

基本料金 

(円／㎥･月)

使用料金 

(円／㎥) 

超過料金 

(円／㎥) 

木曽川水系 680 39 180 

三重用水系 3,300 65 180 

長良川水系 

(亀山市の区域以外の区域に

係るもの） 

1,400 39 180 

 

北 

勢 

長良川水系 

(亀山市の区域に係るもの）
3.130 39 180 

雲出川水系 470 39 180 

 

北 

中 

勢

水

道 

中

勢 長良川水系 2,030 39 180 

南勢志摩水道 1,290 39 180 

伊賀水道 1,600 65 180 

 

 

２ 料金改定の基本的な考え方 

 ○ ５ヵ年の総括原価に基づき基本料金と使用料金の二部料金制としています。 

    基本料金：施設の建設に要した費用に基づく料金 

    使用料金：維持管理に要する費用に基づく料金  

○ 使用料金の算定基礎となるランニングコストは、水系毎に大きく乖離するもの

ではないことから、使用料金は県内同一水準が望ましく、今回の料金改定にあた

って平準化を進めます。 

  現在、三重用水系と伊賀水道が使用料金６５円/㎥で、他は一律３９円/㎥となっ

ており、三重用水系を３９円/㎥にすることにより、全水系の使用料金が３９円/㎥

となります。（伊賀水道は平成２２年度から伊賀市に移管） 

○ 基本料金については、可能なところから平準化を進めます。 

  中勢系雲出川水系と長良川水系は施設を共有しており、両水系は、受水市町が

津市、松阪市２市であることから、両市と調整し、基本料金の平準化を行います。 

 

 

 

 - 20 -



３ 市町への提示料金 

  下記のとおり新料金を市町に提示し、協議を進めており、受水市町の負担軽減額

は、全体で年間約１１億２千４百万円（負担軽減率は１１．４％）となる見込みです。 

 

 Ｈ22～26料金改定

受水市町
現行
（円）

新料金
（円）

差額
(円）

680 670 △ 10

39 39 0

3,300 2,930 △ 370

65 39 △ 26

470
基本料金

39 1,000 －

2,030
使用料金

39 39 －

1,290 1,070 △ 220

39 39 0

超過料金は、いずれも180円

長良川

四日市市、菰野町、鈴鹿市

南勢系
鳥羽市、伊勢市、松阪市、明
和町、度会町、玉城町、多気
町、志摩市

〃

津市、松阪市

各水系の料金の上段は基本料金（単位：円/ｍ3・月）
              下段は使用料金（単位：円/ｍ3）

事業名

木曽川

三重用水

雲出川

木曽岬町、桑名市、朝日町、
川越町、四日市市、鈴鹿市

中勢

北勢

南勢
志摩

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 料金改定のスケジュール 

  平成２２年２月   平成２２年第１回定例会２月会議に水道供給条例改正案を提出 

  平成２２年４月１日  新料金の適用 
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【参考１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水系

年度 基本 使用 基本 使用 基本 使用 基本 使用 基本 使用 基本 使用 基本 使用 基本 使用 基本 使用
7 1,020 39 3,300 75 - - - - 380 39 800 39 1,520 39 1,460 60 - -
8 - - - - - -
9 - - - - 1,850 - -
10 - - - - 2,060 60 - -
11 - - - - - -
12 - - - - 1,740 1,320 - -
13 1,400 39 - - - -
14 - - - -
15 - - 1,320 60 - -
16 - - - -
17 680 65 - - 470 2,030 39 1,290 39 1,290 39 - -
18 - - - -
19 - - - -
20 - - - -
21 3,130 39 1,600 65
22 670 2,930 39 1,000 1,000 - - 1,070 - -

※

長良川
（亀山市の区域）

南勢志摩水道

(単位:円)

中 勢 系

水  道  料  金  の  推  移

北 勢 系
北 中 勢 水 道

伊賀水道

平成２１年４月から伊賀市への給水を、同年７月から亀山市への一部給水を、それぞれ開始しています。

三重用水木曽川用水 長良川雲出川 南勢系志摩系長良川
（亀山市の区域以外）

使用料金は、使用水量１㎥あたりの金額

基本料金は、一日最大使用水量１㎥あたりの月額

 

 

【参考２】水道料金の算定方法 

  （１）基本料金（資本費：施設整備等に要した費用） 
 

          支払利息＋減価償却費＋資本造成費 
基本料金 ＝ 
（円／ｍ３・月）基本水量（一日最大給水量）×１２月×料金算定期間        

   
  （注）ア 支払利息：施設の建設・改良等に要する資金に充てるため借入れた企業債（政

府債、公庫債、縁故債）の利息 
     イ 減価償却費：起債等の元金償還に充当するもので、当庁においては定額法を

採用している。 
     ウ 資本造成費：減価償却不足額（元金償還金 － 減価償却費） 

   

   （２）使用料金（営業費用：維持管理費等） 
 

          維持管理費 
使用料金  ＝                 
（円／ｍ３）     算定期間の全使用水量  

  （注）ア 使用水量：各市町村の給水需要計画を基に算定 
     イ 維持管理費：人件費、動力費、薬品費、修繕費、委託費、負担金、市町村交

付金、物件費（前記以外の経費で旅費、賃金、備消品費、燃料費、光熱水費、

印刷製本費、通信運搬費、その他） 
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